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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公開番号】特開2006-104097(P2006-104097A)
【公開日】平成18年4月20日(2006.4.20)
【年通号数】公開・登録公報2006-016
【出願番号】特願2004-291047(P2004-291047)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  47/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/54     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/90     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  47/12    １０２　
   Ａ０１Ｎ  43/12    　　　　
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  43/54    　　　Ｄ
   Ａ０１Ｎ  43/90    １０４　
   Ａ０１Ｎ  47/44    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年10月1日(2007.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（I）
【化１】

（式中、Ｘはハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ6アルキル基、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ基、Ｃ1～Ｃ6ハロ
アルキル基又はＣ1～Ｃ6ハロアルコキシ基を表し、Ｙはハロゲン原子、Ｃ1～Ｃ6アルキル
基又はＣ1～Ｃ6アルコキシ基を表し、１は０、１／２又は１を表し、ｍ及びｎは各々独立
に０又は１から４の整数を表し、Ｒ1はＣ1～Ｃ6アルキル基を表し、Ｒ2は水素原子、Ｃ1

～Ｃ6アルキル基又はＣ1～Ｃ6ハロアルキル基を表し、Ｈ－Ａは酸性物質を表す。）にて
示されるイミノオキシメチルピリジン化合物と植物病害に対して殺菌活性を有するイミノ
オキシメチルピリジン化合物以外の化合物から選択される１種または２種以上の農園芸用
殺菌剤とを混合した農園芸用殺菌剤組成物。
【請求項２】
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　成分として、イミノオキシメチルピリジン化合物が、上記一般式（I）で、Ｘがハロゲ
ン原子又はＣ1～Ｃ6アルキル基であり、Ｙがハロゲン原子又はＣ1～Ｃ6アルキル基であり
、ｌは０、又は１であり、ｍ及びｎは各々独立に０又は１の整数であり、Ｒ1はメチル基
であり、Ｒ2はＣ1～Ｃ3アルキル基であり、Ｈ－Ａはｐ－ラウリルベンゼンスルホン酸又
はトリフルオロ酢酸である請求項１に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
【請求項３】
　成分として、イミノオキシメチルピリジン化合物が、一般式（II）でＸは水素原子又は
メチル基を表し、Ｙは水素原子、塩素原子又はメチル基を表し、ｌは０又は１を表し、Ｒ
2はメチル基又はエチル基を表し、Ｈ－Ａはｐ－ラウリルベンゼンスルホン酸又はトリフ
ルオロ酢酸である請求項１に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
【化２】

【請求項４】
　成分として、イミノオキシメチルピリジン化合物が、一般式（III）である請求項１に
記載の農園芸用殺菌剤組成物。

【化３】

【請求項５】
　殺菌活性を有するイミノオキシメチルピリジン化合物以外の化合物が、アニリノピリミ
ジン系化合物、有機塩素系化合物、グアニジン化合物、メトキシアクリレート系化合物、
トリシクラゾールから選択される１種または２種以上であること、を特徴とする請求項１
～４のいずれか1項に記載の農園芸用殺菌剤組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
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【表６】

【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】

【表７】
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